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  令和８年度 第１回 大阪市立遠里小野小学校園 学校協議会 実施報告書 

校園名 大阪市立遠里小野小学校 

 

                           校園長名 林 真美子           

日 時 ５月２９日（金）１８：００～１９：００ 

場 所 校長室 

出 

席 

者 

委員 

など 

髙橋秀次（会長）山本博久（委員）新見龍平（委員） 清水早紀（委員） 

 

校園 林真美子（校長）佐藤亮（教頭）春名美穂（教務） 

区役所 中元泰之 

議題 

〇令和８年度「運営に関する計画」について 

〇令和８年度 年間行事予定について 

〇その他 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度「運営に関する計画について３つの

最重要目標ごとに説明し、取組内容について了

承をいただいた。 

【安心・安全な教育の推進】 

〇「ほめること」について 

 

 

 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

〇校内アンケート・経年テストのアンケートの

文言について 

 

 

 

 

〇規則正しい生活の啓発方法について 

 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

〇読書活動について 

 

 

 

〇教職員の「ゆとりの日」について 

 

 

 

 

 

 

 

・ほめる場は国語科において、アウトプットの訓練として活

用できると考えられる。「いい」や「すごい」といった包括的

な意味を持つ言葉で表現するのではなく、多様な表現方法（具

体的な言葉）を知り、使えるようになれればよいと意見をいた

だいた。 

 

・校内アンケート「自分で課題を立てて情報を集めて整理し

て、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいま

すか。」等、児童がアンケートの内容をしっかりと理解できて

いるのかが疑問に残る。アンケート内容をもう少し児童が理

解できるものにしてはどうかという提案をいただいた。 

・啓発には地域も協力していく。啓発活動としてラジオ体操

を今年度も行っていくことが確認された。 

 

 

・学校で読書することで児童が満足してしまい、家庭での読

書活動につながっていないのではないか。読書の必要性につ

いてしっかりと理解させ、本に親しむ姿勢をしっかりと育て

てほしいと意見いただいた。 

・「ゆとりの日」の意味について質問された。学校現場におい

て教員がしなければならないことが減っていないのに早く帰

るように促すことが働き方改革といえるのか、大阪市が取り

組む『働き方改革』制度について疑問がなされた。 

・昨年度の数値を明示されることで、年度目標が理解しやす
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〇年度目標の表し方 

 

〇ICTの活用 

 

令和８年度年間行事予定について説明し、了承

をいただいた。 

〇運動会の予備日について 

 

 

〇周年行事に向けて 

くなると意見をいただいた。 

・デジタル化とアナログの併用を上手く使い分けが必要であ

ると意見をいただいた。 

・１１月５日（木）を予備日とすることの妥当性を確認し、予

備日の再検討をお願いされた。予備日開催となった場合に前

４日が休みであることに不安を感じるため、検討が必要だと

感じると意見をいただいた。 

 

 

・令和 9年度に実施する 90周年行事に向けて、学校・PTA・

地域が一体となって準備を進めていくことが確認された。 

協議 

資料 

〇令和８年度 「運営に関する計画」 

〇令和８年度  年間行事予定 

〇その他  ・周年行事関係資料 

      ・教科書展示会のお知らせ 

備考 

傍聴者[ ０ ]名     

 

 


